


今
か
ら
百
年
前
、
大
阪
は
世
界
有
数
の
大
都
市
に

躍
進
し
、
繁
栄
の
さ
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で

貧
富
の
差
は
激
し
い
ま
ま
で
、
貧
困
を
自
己
責
任
と

考
え
る
人
も
多
い
な
か
で
、
そ
れ
を
「
社
会
」
の
問

題
で
あ
る
と
捉
え
、
「
社
会
」
全
体
で
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
と
考
え
る
人
が
い
ま
し
た
。

大
正
時
代
、
時
の
大
阪
府
知
事
奈
従
棚
鵡
と

そ
の
右
腕
小
河
滋
次
郎
の
主
宰
し
た
救
済
事
業
研

究
会
(
の
ち
に
社
会
事
業
研
究
会
と
改
称
)
に
集
繕
し
た
人

た
ち
が
、
そ
う
し
た
信
念
を
も
と
に
、
種
々
の
実
践

を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
で
す
。
警
察
官
と
し
て
、
取

締
り
だ
け
で
社
会
問
題
が
解
決
し
な
い
こ
と
を
痛
感

し
て
い
た
武
田
慎
治
郎
も
そ
の
一
人
で
す
。

大
正
三
(
一
九
一
四
)
年
、
武
田
は
、
大
久
保
知
事

の
薦
め
で
府
立
修
徳
館
(
現
優
徳
学
院
)
の
館
長
に
転

身
し
、
非
行
に
走
っ
た
こ
ど
も
の
更
生
に
よ
る
「
社

会
」

の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
修
徳
館

の
郊
外
(
現
本
市
高
井
田
)
移
転
を
実
現
さ
せ
、
大
正

一
五
(
一
九
二
六
)
年
に
は
、
よ
り
「
家
庭
」
的
な
施

設
と
し
て
、
そ
の
近
郊
に
私
設
の
武
田
塾
を
開
設
し
、

地
域
の
こ
ど
も
た
ち
に
も
門
戸
を
開
き
ま
し
た
。
「
ま

た
、
大
正
一
四
(
一
九
二
五
)
年
に
は
、
武
田
の
招
き

で
修
徳
館
を
よ
く
訪
れ
て
い
た
伽
藍
龍
か
、
酢
鐘

に
司
法
少
年
保
護
国
体
報
酬
学
園
を
開
設
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
、
昭
和
一
四
(
一
九
三
九
)
年
に
大
阪
市

が
設
覆
し
た
郊
外
学
園
長
谷
川
小
学
校
を
あ
わ
せ

て
、
現
在
の
相
原
市
域
に
四
つ
の
児
童
福
祉
施
設
が

誕
生
し
、
地
域
の
な
か
で
、
現
在
ま
で
実
践
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
特
に
戦
後
の
混
乱
期
に
は
、
多
く
の

戦
災
孤
児
た
ち
を
収
容
し
、
戦
争
の
悲
劇
を
背
負
っ

た
こ
ど
も
た
ち
の
養
育
に
あ
た
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
特
産
の
ぶ
ど
う
と
と
も
に
“
百
年
前
の

柏
原
〃
を
特
徴
づ
け
る
(
児
童
福
祉
の
ま
ち
)
と
し

て
の
要
素
を
読
み
解
き
、
児
童
福
祉
の
観
点
か
ら
日

本
近
代
史
を
た
ど
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

修徳館写真㊧入口, ㊨窮余での食事(大阪府立修徳学院所蔵)

大
阪
市
立
郊
外
長
谷
川
小
学
校
門
標

▲ 武田塾子供の会写真(社会福祉法人武田塾所蔵)

く

(
大
阪
市
立
長
谷
川
小
中
学
校
所
蔵
)

●6日義7甘く土) 「奈良時代の集落と寺院」

●7月王手日(土) 「柏原の米語墓」

●き月裡日(土) 「難波宮の造営と龍田道」 臨師こ安村桟史(当館特別館長)
会場:当館3階研修室 定員:90名(先竃順) 参加費:各回2〇〇円

主
な
展
示
資
料

●
五
椿
の
掲
示
第
一
札
(
館
蔵
)

●
大
阪
府
立
商
品
陳
列
所
大
久
保
利
武
胸
像
(
大
阪
府
公
文
書
館
所
蔵
)

●
雑
誌
『
救
済
研
究
』

(
社
会
福
祉
法
大
武
円
型
・
桃
山
学
院
史
料
室
所
蔵
)

●
大
正
三
(
一
九
一
四
)
年

『
大
阪
府
写
真
帖
』

(
個
人
蔵
)

●
柳
原
吉
兵
衛
旧
蔵
方
面
委
員
関
係
史
料
(
桃
山
学
院
史
料
室
所
蔵
)

●
大
正
一
一
(
一
九
二
二
)
年

『
大
阪
府
立
修
徳
館
写
真
帖
』
(
大
阪
府
立
修
徳
学
院
所
蔵
)

●
武
田
慎
治
郎
日
誌
・
感
化
法
改
正
運
動
日
誌
(
社
会
福
祉
法
人
武
田
塾
所
蔵
)

●
南
河
学
園
ア
ル
バ
ム
(
社
会
福
祉
法
大
南
河
学
園
所
蔵
)

●
武
田
塾
所
蔵
道
具
・
写
真
(
社
会
福
祉
法
人
武
田
塾
所
蔵
)

●
武
田
慎
治
郎
宛
て
、
大
久
保
利
武
書
簡
〔
七
通
〕
(
社
会
福
祉
法
大
武
円
型
所
蔵
)

●
武
田
塾

「
隣
保
事
業
」

関
係
史
料
(
社
会
福
祉
法
人
武
田
塾
所
蔵
)

●
大
阪
府
立
修
徳
学
院
熊
野
陸
海
編
『
徳
化
運
動
』

(
大
阪
府
立
修
徳
学
院
所
蔵
)

●
『
映
画
評
論
』
掲
載

『
み
か
へ
り
の
塔
』

シ
ナ
リ
オ
(
個
人
蔵
)

●
大
阪
市
立
郊
外
学
園
長
谷
川
小
学
校
門
標
(
大
阪
市
立
長
谷
川
小
中
学
校
所
蔵
)

●
戦
災
孤
児
関
係
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
(
大
阪
市
立
長
谷
川
小
中
学
校
所
蔵
)


